
し
ん

ぼ
う

丘奮
・新
方
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
兵
庫
県
神
戸
市
西
区
玉
津
町
高
津
橋

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
四
年
（昭
５９
）
五
月
を
八
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
神
戸
市
毅
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
丹
治
康
明

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
前
期
ど
鎌
倉
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
衛
出
土
遺
構
の
概
要

新
方
遺
跡
は
男
石
川
と
そ
の
支
流
伊
川
の
合
流
点
に
近
い
沖
積
地
に
立
地
す

る
、
弥
生
時
代
前
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
至
る
複
合
遺
跡
で
あ
る
。
昭
和
四
五
年
、

山
陽
新
幹
線
建
設
に
先
立
つ
調

査
に
よ
っ
て
遺
跡
の
所
在
が
明

ら
か
に
な
っ
て
以
来
、
民
間
開

発
な
ど
に
関
連
し
て
小
規
模
な

調
査
が
続
い
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
調
査
で
弥
生
前

期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
わ
た
る
各

種
の
遺
構
が
検
出
さ
れ
、
多
量

の
上
器

。
木
器
類
が
出
土
し
て

い
る
。
こ
の
様
な
成
果
の
内
、
特
に
注
目
さ
れ
る
も
の
と
し
て
は
、
弥
生
時
代

中
期
の
貼
石
を
持
つ
周
薄
墓
、
木
棺
内
か
ら
出
土
し
た
人
骨
、
古
墳
時
代
後
期

の
玉
造
工
房
跡
と
そ
の
遺
物
な
ど
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

木
簡
は
遺
跡
の
北
辺
に
あ
た
る
玉
津
町
高
津
橋
字
高
ナ
ギ
地
区
の
調
査
に
よ

っ
て
出
上
し
た
。
調
査
に
よ
っ
て
検
出
さ
れ
た
遺
構
は
掘
立
柱
建
物

・
井
戸
等

で
、
時
期
的
に
は
鎌
倉
時
代

（
一
四
世
紀
）
頃
の
も
の
で
あ
る
。

木
簡
は
調
査
地
の
東
南
の
隅
で
検
出
し
た
井
戸
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

ω

　

「咄
灰
曜
日
□
律
令
　
　
　
□
」
　
　
　
　
　
　

∞ヽプ
トマ
的
ｏ留

②

　

　

×
足

岬
日
中
Ц
中
病

聰

々
律
令
」
　

　

　

　

　

（ヽ
Ｊ

益
身

卜

題

（丹
治
康
明
）

(明 石 )




